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帯広柏葉高等学校卒業。

北海道大学大学院工学研究科修了後、

昭和62年９月国家公務員採用Ⅰ種試

験(土木)合格、翌年４月環境庁入庁。

大臣官房審議官、大臣官房政策立案総

括審議官、総合環境政策統括官などを

経て、令和４年７月より現職。

　地球環境問題が世界共通の重要課題として認識されている昨今。健全

な地球環境なくして、これからの経済発展や安全安心な暮らしは、成り

立たないと言われています。

　国をあげて対策に取り組む中、環境省の事務方トップとして活躍され

ているのは、中学・高校時代を帯広市で過ごされた和田篤也事務次官です。

　私たちのまちや暮らしと「環境」とのつながりについて、帯広に縁があ

り、我が国の環境政策をリードしている次官ならではの視点によるお話

を、米沢市長が伺いました。

１１月末の人口と世帯数 人口▶164,253人（前月比－51人）男▶78,411人   女▶85,842人   世帯▶90,090世帯（前月比＋16世帯）
１１月の火災発生件数  ４件（前月比＋２件） １１月の家庭ごみ排出量  ごみ量▶2,264t（前年同月比－181t）資源ごみ（Sの日）量▶631t（前年同月比－５t）
データで知る帯広

各頁の掲載情報は12月13日時点のものです。新型コロナウイルス感染症の影響などにより、掲載内容や行事などの日程が変更になる場合があります。
新型コロナウイルスの感染拡大防止のため、引き続き、基本的な感染対策の徹底にご協力をお願いします。

環境省 事務次官

　和 田  篤
と　く　や

也 氏
帯広市長

　米 沢  則 寿×

新 春 対 談

環境とまちと人　６・７頁
「環境対策は我慢することではない？」
「帯広の環境に貢献できる三つの財産とは？」
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新
年
は
、
２
日

か
ら
４
日
㈬
ま
で

３
日
間
連
続
で
ば
ん
え
い
競
馬
を
開
催

し
ま
す
。

　

ば
ん
馬
の
体
か
ら
立
ち
上
る
湯
気
と
、

音
を
立
て
て
噴
き
出
す
真
っ
白
な
鼻
息

は
真
冬
の
ば
ん
え
い
競
馬
の
醍だ
い

醐ご

味み

で

す
。
お
正
月
は
、
帯
広
競
馬
場
で
力
強

い
大
迫
力
の
レ
ー
ス
を
観
戦
し
ま
せ
ん

か
。

　

２
日

は
、
ば
ん
え
い
競
馬
を
代
表

す
る
人
気
馬
が
出
走
す
る
伝
統
の
高
重

量
戦
「
農
林
水
産
大
臣
賞
典
第
45
回
帯

広
記
念
」、
３
日
㈫
は
、
明
け
４
歳
最

強
馬
決
定
戦
「
第
16
回
天
馬
賞
」
と
、

ス
タ
ー
ホ
ー
ス
が
競
い
合
う
ビ
ッ
グ
レ

ー
ス
が
続
き
ま
す
。

技
術
を
活
用
し
た
生
活
の
質

の
向
上
と
い
っ
た
多
く
の
課

題
に
直
面
し
て
い
ま
す
。

　

十
勝
・
帯
広
に
は
、
命
の

根
源
と
な
る
食
と
そ
れ
を
つ

く
り
出
す
農
業
、
豊
か
な
自

然
環
境
や
緑
あ
ふ
れ
る
生
活

空
間
な
ど
、
恵
ま
れ
た
資
源

が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
前
向
き
に
挑
戦
す

る
人
々
や
、
十
勝
19
市
町
村
の
強
い
結

び
付
き
も
、
こ
の
地
域
の
大
き
な
強
み

で
す
。

　

こ
れ
ら
の
資
源
や
強
み
を
最
大
限
に

活
か
す
こ
と
で
、
住
民
の
暮
ら
し
や
地

域
経
済
を
豊
か
に
す
る
だ
け
で
な
く
、

世
界
が
直
面
す
る
課
題
の
解
決
に
も
貢

献
で
き
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

り
ま
し
た
。
帯
広
市
議
会
に

お
き
ま
し
て
も
、
３
年
ぶ
り

に
市
民
意
見
交
換
会
を
開
催

し
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
想
い

を
直
接
お
聴
き
す
る
こ
と
が

で
き
る
大
変
貴
重
な
機
会
で

あ
る
こ
と
を
改
め
て
実
感
し

た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

さ
て
、
現
在
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流
行

に
加
え
、
原
材
料
や
燃
料
の
価
格
上
昇

に
伴
う
物
価
高
騰
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

場
面
で
市
民
の
暮
ら
し
に
影
響
が
及
ん

で
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、
十

勝
・
帯
広
の
食
や
農
業
、
自
然
環
境
を

は
じ
め
と
す
る
地
域
の
優
位
性
を
再
認

識
し
、
ま
ち
づ
く
り
に
活
か
し
て
い
く

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　

本
年
が
、
皆
さ
ま
に
と
っ
て
、
希
望

に
満
ち
た
輝
か
し
い
年
で
あ
り
ま
す
よ

う
、
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

　

私
た
ち
は
今
、
食
料
や
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
安
定
的
な
確
保
の
ほ
か
、
脱
炭
素
社

会
や
循
環
型
経
済
の
実
現
、
デ
ジ
タ
ル

　

市
民
の
皆
さ
ま
、
明
け
ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
謹
ん
で
新
年
の

ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
平
原
ま
つ
り
や
実
地
に
よ

る
フ
ー
ド
バ
レ
ー
と
か
ち
マ
ラ
ソ
ン
が

開
催
さ
れ
る
な
ど
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
策
と
社
会
経
済
活
動
の

両
立
に
向
け
て
取
り
組
ん
だ
１
年
で
あ

ホームページからご意見・お問い合わせができます　市政や業務に関する問い合わせや意見は、帯広市ホームページの各ページの下にある「ご意見・お問い
合わせフォーム」から、各課でも直接受け付けていますのでご活用ください。　問広報広聴課（市庁舎３階、☎65・4109）

年
頭
の
ご
挨
拶

　

こ
う
し
た
十
勝
・
帯
広
の
「
時
代

性
」
と
「
可
能
性
」
に
共
感
し
、
主
体
的

に
行
動
す
る
人
や
企
業
の
輪
を
、
さ
ら

に
広
げ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

十
勝
・
帯
広
の
未
来
を
信
じ
る
市
民

の
思
い
を
原
動
力
と
し
て
、
私
も
、
地

域
の
新
た
な
価
値
の
創
出
と
、
持
続
可

能
な
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、
挑
戦
し

続
け
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
、

気
持
ち
を
新
た
に
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

　

本
年
も
、
皆
さ
ま
の
知
恵
と
お
力
添

え
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
十
勝
・
帯
広

の
明
る
い
未
来
づ
く
り
に
全
力
で
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

皆
さ
ま
の
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
、
新
年
の
挨
拶
と
い
た
し

ま
す
。

こ
と
が
大
切
で
す
。
帯
広
市
議
会
で
は
、

郷
土
の
豊
か
な
食
に
着
目
し
、
市
民
の

心
身
の
健
康
増
進
や
地
産
地
消
の
推
進

な
ど
、
す
べ
て
の
市
民
が
一
丸
と
な
り

食
育
に
関
す
る
取
り
組
み
を
進
め
て
い

く
た
め
、
食
育
推
進
条
例
の
制
定
に
向

け
た
活
動
を
行
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

私
た
ち
議
員
一
同
は
、
議
会
に
求
め

ら
れ
る
役
割
を
し
っ
か
り
と
捉
え
、
十

勝
・
帯
広
の
輝
け
る
未
来
へ
向
け
、
市

民
の
皆
さ
ま
と
共
に
全
身
全
霊
で
ま
ち

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
ご
理
解
、
ご
協
力
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
年
も
、
皆
さ
ま
に
と
り
ま
し
て
健

や
か
で
幸
多
い
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を

お
祈
り
申
し
上
げ
、
ご
挨
拶
と
い
た
し

ま
す
。　

お
正
月
は

ば
ん
え
い
十
勝
へ

１
月
２
日
か
ら
４
日
ま
で
連
続
開
催

　
大
迫
力
の
レ
ー
ス
の
ほ
か
、
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
や
来
場
者
プ
レ
ゼ
ン
ト
も
用
意

し
て
、
皆
さ
ん
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

ば
ん
え
い
振
興
課
（
西
13
南
９
、
帯
広
競
馬
場
内
、
☎
34
・
０
８

２
５
）
問
い
合
わ
せ

第44回帯広記念（令和４年１月２日）
優勝馬　キタノユウジロウ

新
年
は
２
日
か
ら

３
日
間
連
続
開
催

最
高
峰
の
重
賞
競
走

「
帯
広
記
念
」
と
「
天
馬
賞
」

１月２日 〜４日㈬
開　門 12時頃

第１レース 13時頃発走
最終レース 19時頃発走

開門・発走（予定）時刻

※開門時刻などは変更となる場合があります。

　帯広競馬場のお正月は、なかやまきんに君が来場する
など、寒さも吹き飛ぶパワーみなぎるイベントが盛りだ
くさん！来場者プレゼントも用意していますので、ご家
族や友人など皆さんでお越しください。

　「パワー！！」のギャクで人気の筋肉芸人・ユーチ
ューバーなかやまきんに君が、ばんえい競馬の力強
さにも負けない熱量で帯広競馬場を盛り上げます！
詳細は、ホームページを確認してください。

詳しくは、ばんえい十勝のホー
ムページを参照してください◀

新春イベント！
ばんえい競馬

「帯広記念」応援キャラクター
なかやまきんに君が来場！

平原太鼓によるお迎え

地域の「時代性」・「可能性」
への共感を未来への力に

帯広市長  米沢 則寿

市民の皆さまと共に　
十勝・帯広の輝ける未来へ

帯広市議会議長  有城 正憲

2日

2日

　開門時は帯広市の郷土芸
能平原太鼓の力強い演舞で
皆さんをお迎えします。
○時間　開門時（12時）
○場所　入場門付近

来場者プレゼント

開運W
ウ エ ブ

EBキャンペーン

　２日 と３日㈫は、先着1000人へ干
え と

支菓子やあず
き茶などが入ったお楽しみ袋を、４日㈬は先着300
人へお菓子をプレゼントします。

　特産品やグッズなどが、合計300人に当たるキャ
ンペーンを実施します。
　12月28日㈬から1月4日㈬までの期間内に、ホー
ムページの応募フォームから応募してください。

2日 〜4日㈬
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ア
ル
ミ
シ
ー
ト
な
ど
、
冬
の
寒
さ
を
し

の
げ
る
準
備
を
し
ま
し
ょ
う
。
暖
房
器

具
と
併
用
す
る
と
効
果
的
で
す
。

　

災
害
に
よ
る
停
電
が
復
旧
す
る
と
、

暖
房
機
器
に
接
触
し
た
可
燃
物
へ
の
引

火
や
、
損
傷
し
て
い
る
配
線
か
ら
の
発

火
な
ど
、「
通
電
火
災
」
が
発
生
す
る

恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

停
電
中
は
、
電
気
機
器
の
ス
イ
ッ
チ

を
切
っ
て
電
源
プ
ラ
グ
を
コ
ン
セ
ン
ト

か
ら
抜
き
、
自
宅
を
離
れ
る
際
は
、
ブ

レ
ー
カ
ー
も
落
と
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
通
電
後
は
、
電
化
製
品
や
配

線
の
損
傷
な
ど
の
安
全
性
を
十
分
に
確

認
し
た
上
で
使
用
を
再
開
す
る
ほ
か
、

室
内
か
ら
煙
の
発
生
な
ど
の
異
常
を
発

見
し
た
場
合
は
、
直
ち
に
ブ
レ
ー
カ
ー

を
落
と
し
、
１
１
９
番
（
消
防
）
通
報

を
し
て
く
だ
さ
い
。

冬
の
災
害
に

備
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
!!

災
害
は
い
つ
起
こ
る
か
分
か
り
ま
せ
ん

　
冬
期
間
の
停
電
発
生
に
備
え
、
寒
さ
対
策
を
万
全
に
し
ま
し
ょ
う
。

危
機
対
策
課
（
市
庁
舎
５
階
、
☎
65
・
４
１
０
３
）

問
い
合
わ
せ

自衛官などを募集　応募資格などの詳細は、募集案内所へ問い合わせください。　問自衛隊帯広募集案内所（西５南14、☎23・8718）
 市ホームページID.1010412、1010705、1012923

　

平
成
30
年
９
月
に
発
生
し
た
胆
振
地

方
を
震
源
と
す
る
地
震
で
は
、
北
海
道

全
域
が
停
電
し
、
私
た
ち
の
生
活
は
大

き
な
影
響
を
受
け
ま
し
た
。
も
し
、
こ

の
地
震
が
冬
に
発
生
し
て
い
た
ら
、
ど

の
よ
う
な
被
害
が
あ
っ
た
で
し
ょ
う
。

　

他
の
季
節
と
は
違
う
防
災
対
策
に
つ

い
て
考
え
、
家
庭
で
も
冬
の
災
害
に
対

す
る
備
え
を
始
め
ま
し
ょ
う
。

　

停
電
が
発
生
し
た
場
合
、
電
気
ス

ト
ー
ブ
だ
け
で
は
な
く
、
ガ
ス
や
灯
油

を
熱
源
と
す
る
暖
房
器
具
で
あ
っ
て
も
、

コ
ン
セ
ン
ト
か
ら
の
電
気
に
よ
り
着

火
・
送
風
す
る
タ
イ
プ
は
使
用
で
き
ま

せ
ん
。
そ
の
た
め
、
停
電
時
は
、
家
庭

で
使
用
さ
れ
て
い
る
暖
房
器
具
の
９
割

以
上
が
使
用
不
能
に
な
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

冬
の
災
害
に
備
え
て
準
備
す
る
暖
房

器
具
は
、
カ
セ
ッ
ト
ガ
ス
ス
ト
ー
ブ
や

ポ
ー
タ
ブ
ル
灯
油
ス
ト
ー
ブ
な
ど
、
コ

ン
セ
ン
ト
か
ら
の
電
気
を
使
用
し
な
い

タ
イ
プ
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

　

さ
ら
に
、
ジ
ャ
ン
パ
ー
や
帽
子
な
ど

の
防
寒
具
や
使
い
捨
て
カ
イ
ロ
、
防
寒

冬
の
災
害
対
策

「
通
電
火
災
」
の
危
険

寒
さ
か
ら
身
を
守
る

通電火災の例

準備しておきたい非常持ち出し品リスト

・ショートした
　配線から発火

・電気ストーブに
　落下した物へ引
　火

□食料、飲料水
□衣類、毛布、寝袋
□ヘルメット（防災頭巾）
□携帯用ラジオ
□携帯電話用バッテリー

□救急箱･マスク
□簡易トイレ
□常備薬･持病薬
□懐中電灯
□現金･貴重品　など

季節を問わないもの

□防寒具
□長ぐつ
□ポータブルストーブ
□使い捨てカイロ
□防寒アルミシート　など

冬季に必要となるもの

見て備える「防災動画」
防災啓発動画を市のホームページで公開しています。
ご家族や地域で防災対策の参考にしてください。

大きな地震の後の巨大地震
　大きな地震が発生した後に、さらに大きな地震（後発地震）が発生すること
があり、平成23年の東日本大震災もその一つです。過去100年の間、世界で
M

マグニチュード

7.0以上の地震は1477事例あり、うち７日以内にM8.0以上の地震が17事例発
生しています。
　そのため、12月16日より、国において「北海道・三陸沖後発地
震注意情報」の運用を開始しました。今後は、北海道根室沖か
ら東北地方三陸沖エリアで、M7.0以上の地震が発生した場合、「後
発地震注意情報」が発表されます。

１週間程度は警戒レベルを高めましょう
　後発地震は必ず発生するとは限りませんが、注意情報発表から１週間程度
は、地震への備えを再確認し、巨大地震への警戒レベルを高めましょう。
・家具の固定や食器類などの落下対策を確認
・落下物などの心配がない場所で就寝
・避難場所や非常用持ち出し品などの確認　など

・家庭で備える防災用品や市の
　防災資機材の展示

・市内の小中学校で実施した親
　子防災講座の紹介

日時　１月16日㈪～ 20日㈮、
　　　９時～ 17時（初日は12時から、最終日は15時まで）
場所　市民ホール（市庁舎１階）

・冬季に大きな地震が発生し、市内各所で家屋などへ
の被害がある災害を想定

・救助救出や停電対策、避難所運営の訓練などを実施

日時　２月４日㈯、13時30分～ 17時30分
場所　豊成小学校（清流西１）
定員　100人
申込　１月20日㈮までに、電話で危機対策課へ

インターネットで学ぼう「おびひろe-防災」
防災に関する資料や動画を紹介しています。
いつでも・どこでも防災について学ぶことができます。

防災グッズ展 冬季防災訓練

◆防災動画を見て備えよう ◆「後発地震注意情報」の運用開始

◆実際に体験して備えよう

おびひろ e- 防災

帯広市防災動画

市ホームページID.1002264

▲内閣府
ホームページ
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東四条交番を建て替えます　東四条交番（東４南９）は建て替えのため、１月中旬から利用できなくなります。建替工事中は、帯広警察署または駅前交番を
ご利用ください。新しい東四条交番は、令和５年中の完成を予定しています。　問帯広警察署（☎25・0110）

障害のある子どもの暮らしを支える
　子育て支援課では、障害のある子どもや発達に心配のある子どもとその家族を対象とした、
取り組みを実施しています。

　青少年センターでは、不良行為や問題行動を早期発見し、非行の未然防止やネットトラブルなどに巻き込まれないよう、
街頭巡回や啓発活動を行っています。

「医療的ケア児」ってなあに？
　医療的ケア児とは「身体の機能に障害があり、呼吸や栄養摂取、排せつ
などに、日常的な医療的ケアを必要とする子ども」のことです。
　家族などが人工呼吸器の管理や痰

たん

の吸引、在宅酸素療法、導尿などの医
療的ケアを、自宅などで日常的に行う必要があります。
　近年、医学の進歩を背景に医療的ケアを必要とする子どもが増えています。

医療的ケア児の相談窓口は子育て支援課です
　生活の中で困っている事はありませんか？
　窓口では、必要な情報の提供や関係機関との連絡調整を行います。また、
医療的ケアはないが身体障害や知的障害のある子どもの相談も受け付けて
います。
　電話や来所による相談、家庭訪問も実施していますので、まずは一度お
電話ください。

青少年の行動を見守る、街頭巡回指導の現状
　中心街や郊外の商業施設などで、令和４年４月
から 10 月の間に、234 回の巡回指導、293 人の青
少年に声掛け指導を行いました。（図）
　約７割を占める交通マナー指導の多くが、自転
車の走行中にスマートフォンを操作する「ながら
スマホ」やイヤホンを装着して自転車を走行する、
交通ルールへの指導でした。

危険！「ながらスマホ」やイヤホン装着
　自転車走行中の「ながらスマホ」は、片手運
転となりハンドル操作が不安定になるほか、
画面を注視することで周囲の危険に気付くの
が遅れ、重大な事故につながる恐れがありま
す。また、音楽を聴きながらの走行も、周囲

の音が聞こえづらくなり大変危険です。巡回指導では、事故を未然に防止
するため、今後も継続して指導啓発を行っていきます。

「つなぐっと」ってなあに？
　「つなぐっと」は障害や発達に心配のある子どもを支
えるため、保護者が子どもの健康状態や成長、生活の様
子、通院・通所履歴などを記録し、周りの人
たちと子どもの状況を共有するサポートファ
イルです。

保育所や学校に通い始める時などに役立ちます
　子どもが新たに保育所や学校などに通い始める時は、保護者から障害や
発達について詳しく説明し、理解してもらうことが大切です。何を伝えた
らいいか迷う時も、「つなぐっと」があると、子どもの様子を正確に伝え
ることができます。
　成長に合わせてページを足したり、他の資料を一緒につづることも可能
です。
利用者から、こんな声が寄せられています

インターネット利用に伴うトラブル
　青少年によるインターネットの利用時間が年々増加する中、SNSなどに
起因する犯罪被害が懸念されています。
　中でも、児童ポルノや児童買春などの性被害のトラブルに巻き込まれる
被害児童生徒数が増加傾向にあります。

有害サイトから青少年を守る
「フィルタリング」を使っていますか？

　フィルタリングは、危険なインターネットサイトの
閲覧やアプリの利用などを制限できる機能です。
　「アプリが使えない」「見たいサイトにつながらない」といった理由から、
フィルタリングの設定をためらうケースが多くありますが、年齢別の設定
や、使いたいアプリだけを利用できるようにするなど、状況に合わせて安
全安心な利用ができるので、携帯電話販売店に相談してフィルタリングを
設定することをお勧めします。

　　　　　　子育て支援課（東８南13、保健福祉センター内、☎25・9700）問い合わせ

　　　　　　学校地域連携課青少年センター（市庁舎８階、☎65・4161）問い合わせ

1 医療的ケア児の相談窓口 2 子どもの発達を記録する「つなぐっと」

市ホームページID.1004632

「つなぐっと」書き方説明会を開催します
専門スタッフが一緒に記入のお手伝いをします。申し込みは、２月１日㈬までに
電話で子育て支援課へ。　日時 ２月８日㈬ 、10時～ 11時　場所 保健福祉センター

子どもをさまざまな危険から守る

図　街頭巡回指導の状況

令和３年度青少年のインターネット利用状況

出典：青少年のインターネット利用環境実態調査
（内閣府）

小学生 中学生 高校生

利用率 96.0% 98.2% 99.2%

利用時間/日 207分 259分 331分

利用内容

全年代で動画視聴、音楽視聴、
情報検索、ゲーム、投稿やメッ
セージ交換が多い。利用時間
は年齢とともに増加傾向。

出典：少年非行、児童虐待および子どもの
性被害の状況（警察庁）

SNSに起因する事犯の子どもの被害者数

27 28 29 30

1652人1652人  

1736人1736人  

1813人1813人  

1811人1811人
 

2082人2082人  

1819人1819人  

1812人1812人  
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2200 

平成 年 平成 年 平成 年 平成 年 令和元年 令和２年 令和３年 

増 加 傾 向 

経過を書いておけば、
忘れなくて済む

療育先や医療機関などの資料は、
つなぐっとに一緒につづると保管しやすい

一般指導
（18人）

交通マナー指導
（206人）

交通マナー指導
（206人）

校則指導
（69人）
校則指導
（69人）

子育て支援課にて
無料で配布しています。

兄弟の学校行事
があるときに、
預けられる場所
はどこだろう？ 看護師さんがいる

事業所をご紹介し
ます。見学もでき
ますよ。

　登下校時などの際、子どもの身に危険が迫った時に駆け
込む場所が「子ども110番の家」です。逃げ込んだ子どもを
保護し、110番通報や、保護者へ連絡するなどして、犯罪被
害を未然に防止します。
　地域の子どもたちが、安心して登下校できるよう、皆さ
んのご協力をお願いします。

「子ども110番の家」の登録にご協力を
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窓口負担分、休業補償、
慰謝料などを請求

一時的に立て替えた
医療費を請求

医療費（７～８割）
を一時立て替え払い

窓口負担分（２～３割）
の支払い

帯広市
国保

「第三者行為による傷病届」
などの提出

「第三者行為による傷病届」
などの提出

被害者
（国保加入者）

医療機関医療機関 加害者
（損害保険会社など）
加害者

（損害保険会社など）

　

第
三
者
行
為
に
は
、
次
の
よ
う
な
も

の
が
あ
り
ま
す
。

・
相
手
の
い
る
交
通
事
故
（
同
乗
者
を

含
む
）

・
他
人
か
ら
の
暴
力
行
為

・
飲
食
店
で
の
食
事
に
よ
る
食
中
毒

・
他
人
の
ペ
ッ
ト
に
か
ま
れ
た　

な
ど

　

医
療
費
を
適
正
に
給
付
す
る
た
め
、

交
通
事
故
な
ど
の
第
三
者
行
為
に
よ
る

ケ
ガ
の
可
能
性
が
あ
る
人
に
対
し
て
、

負
傷
原
因
の
照
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

負
傷
原
因
の
照
会
文
書
が
届
い
た
人

は
、
回
答
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

次
の
よ
う
な
事
故
や
ケ
ガ
の
場
合
に

は
、
国
保
の
保
険
証
を
使
用
で
き
ま
せ

ん
の
で
、
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

・
労
災
が
適
用
さ
れ
る
も
の

・
故
意
に
よ
る
犯
罪
行
為

・
法
令
違
反
に
よ
る
も
の　

な
ど

　

加
害
者
の
行
為
（
第
三
者
行
為
）
に

よ
る
交
通
事
故
な
ど
で
受
け
た
ケ
ガ
や

病
気
の
治
療
を
し
た
場
合
で
も
、
国
保

の
保
険
証
を
使
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

た
だ
し
、
本
来
加
害
者
が
負
担
す
べ

き
医
療
費
を
、
帯
広
市
が
一
時
的
に
立

て
替
え
、
後
日
加
害
者
に
請
求
す
る
た

め
、
国
保
課
へ
の
届
け
出
が
必
要
で
す
。

（
図
）

　

国
保
以
外
の
被
用
者
保
険
（
会
社
の

健
康
保
険
な
ど
）
の
保
険
証
を
使
う
場

合
は
、
加
入
し
て
い
る
健
康
保
険
組
合

な
ど
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

医
療
の
高
度
化
、
高
齢
化
の
進
行
な

ど
を
背
景
に
、
国
保
の
被
保
険
者
１
人

当
た
り
の
医
療
費
は
増
加
傾
向
に
あ
り

ま
す
。

　

市
は
、
国
民
健
康
保
険
制
度
を
将
来

に
わ
た
っ
て
安
定
的
に
運
営
し
て
い
く

た
め
、
医
療
費
を
抑
え
る
取
り
組
み
の

一
つ
と
し
て
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

の
普
及
啓
発
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
は
、
先
発
医

薬
品
の
特
許
が
切
れ
た
後
に
発
売
さ
れ

る
医
薬
品
で
す
。

　

先
発
医
薬
品
の
特
許
期
間
（
20
～
25

年
）
終
了
後
に
厚
生
労
働
省
の
承
認
を

得
て
製
造
・
販
売
さ
れ
る
も
の
で
、
先

発
医
薬
品
と
同
じ
有
効
成
分
で
、
同
等

の
効
果
が
期
待
で
き
、
低
価
格
で
の
提

供
が
可
能
で
す
。

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
使
用
割
合

　

近
年
は
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
へ

の
理
解
が
進
み
、
国
保
加
入
者
の
使
用

割
合
は
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。（
図
）

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
使
用
を
希

望
す
る
場
合
は
、
病
院
・
診
療
所
・
保

険
薬
局
で
医
師
・
薬
剤
師
に
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。
初
め
て
使
用
す
る
場
合
は
、

一
週
間
の
み
な
ど
、
短
期
間
だ
け
ジ
ェ

ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
変
更
す
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。
な
お
、
変
更
後
も
、
体
調

の
変
化
や
副
作
用
が
疑
わ
れ
る
症
状
な

ど
を
医
師
・
薬
剤
師
が
確
認
し
た
上
で
、

本
人
の
意
向
も
踏
ま
え
て
先
発
医
薬
品

に
戻
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

市
で
は
、
対
象
月
に
処
方
さ
れ
た
薬

に
対
し
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
切

り
替
え
た
場
合
の
例
を
提
示
し
、
対
象

月
の
削
減
可
能
額
を
お
知
ら
せ
す
る
差

額
通
知
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

　

１
回
分
の
差
額
は
小
さ
く
て
も
、
累

積
す
る
と
薬
代
の
削
減
効
果
が
大
き
く

な
る
の
で
、
特
徴
や
メ
リ
ッ
ト
を
理
解

し
た
上
で
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を

上
手
に
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

通
知
対
象
者

　

国
保
に
加
入
し
て
い
る
７
歳
以
上
の

人
（
主
に
慢
性
疾
患
な
ど
の
先
発
医
薬

品
を
服
用
さ
れ
て
い
る
人
）
で
、
ジ
ェ

ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
切
り
替
え
た
場
合

に
、
薬
代
の
自
己
負
担
額
が
一
定
以
上

安
く
な
る
と
見
込
ま
れ
る
人
。

交
通
事
故
な
ど
の

被
害
に
あ
っ
た
ら

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を

使
用
し
ま
せ
ん
か

第
三
者
行
為
に
よ
る
国
保
利
用

上
手
に
使
用
し
薬
代
を
節
約

　
加
害
者
の
い
る
交
通
事
故
な
ど
で
国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
の
保
険
証
を

使
用
し
た
場
合
、
届
け
出
が
必
要
で
す
。

　
国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
は
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
（
後
発
医
薬
品
）
の
使
用

促
進
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

国
保
課
（
市
庁
舎
１
階
、
☎
65
・
４
１
３
８
）

問
い
合
わ
せ

国
保
課
（
市
庁
舎
１
階
、
☎
65
・
４
１
３
８
）

問
い
合
わ
せ

第
三
者
行
為
の
国
保
利
用
時
は

届
け
出
が
必
要 

第
三
者
行
為
の
例

使
用
す
る
た
め
に
は

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の

差
額
通
知
を
送
付
し
て
い
ま
す

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
と
は

市ホームページID.1002640

負
傷
原
因
の
照
会
を

行
う
こ
と
が
あ
り
ま
す 

こ
の
よ
う
な
と
き
は

国
保
の
保
険
証
を
使
用
で
き
ま
せ
ん

①本人確認書類（運転免許証など）　②印鑑
③国保の保険証　　　④第三者行為による傷病届
⑤念書（兼同意書）　⑥事故発生状況報告書
⑦交通事故証明書　など

届け出に必要なもの

※④～⑥は、国保課で配布しているほか、市ホームページから
も印刷可能です。
　届け出などの記載方法や交通事故証明書の入手方法は、国保
課または加入している損害保険会社に問い合わせください。

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
関
す

る
お
知
ら
せ
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
や
、
毎
年
保
険
証
の
更
新
時
に

同
封
す
る
「
国
保
の
し

お
り
」
で
も
ご
覧
い
た

だ
け
ま
す
。

市ホームページ
ID.1002660

どんなメリットがあるの？

　先発医薬品に比べて開発費用が
大幅に抑えられるため、低価格で
の提供が可能です。先発医薬品と
比べて５割程度、中には、それ以
上安くなる薬もあります。

効き目や安全性は大丈夫？

　先発医薬品と同様にさまざまな
基準を守って製造され、厚生労働
省が効き目や安全性について審査
しています。先発医薬品より薬の
大きさや味、においを飲みやすく
工夫したもののほか、保存性を向
上させた製品もあります。

ジェネリック医薬品
Ｑ＆Ａ

図　国保加入者のジェネリック医薬品使用割合（％）

出典：厚生労働省

図　第三者行為により国保を使用した場合の流れ
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市
長　

ま
ず
、
帯
広
に
住
ん
で
い
た
時

の
印
象
や
思
い
出
す
風
景
な
ど
を
、
お

聞
か
せ
い
た
だ
け
ま
す
か
。

和
田　

私
は
室
蘭
で
生
ま
れ
、
そ
の
後
、

隣
ま
ち
の
登
別
に
引
っ
越
し
、
中
学
２

年
生
ま
で
過
ご
し
ま
し
た
。
室
蘭
は
、

「
工
業
都
市
」
と
し
て
の
印
象
が
強
い

ま
ち
だ
っ
た
た
め
、
父
親
の
転
勤
に
伴

い
、
日
高
山
脈
を
越
え
て
、
十
勝
平
野

の
ど
真
ん
中
に
あ
る
帯
広
に
来
た
時
は
、

北
海
道
ら
し
い
自
然
豊
か
な
ま
ち
だ
と

感
じ
ま
し
た
。

　

特
に
、
転
校
し
た
南
町
中
学
校
の
校

舎
か
ら
は
、
日
高
山
脈
が
真
正
面
に
見

え
て
。
目
の
前
に
畑
が
あ
り
、
牛
や
馬

が
い
る
風
景
は
、
登
別
で
は
あ
ま
り
見

ら
れ
る
景
色
で
は
な
か
っ
た
の
で
驚
き

ま
し
た
。
そ
れ
と
、
登
別
の
中
学
校
は
、

マ
ン
モ
ス
校
だ
っ
た
の
で
、
転
校
生
は

馴
染
み
に
く
い
よ
う
な
雰
囲
気
も
あ
り

ま
し
た
が
、
帯
広
に
転
校
し
て
み
る
と
、

小
学
校
の
時
か
ら
ず
っ
と
友
達
の
よ
う

な
感
じ
で
接
し
て
く
れ
て
、
と
て
も
嬉

し
か
っ
た
で
す
ね
。

　

進
学
し
た
柏
葉
高
校
も
同
じ
で
「
よ

そ
者
」
と
い
う
言
葉
が
本
当
に
な
い
気

さ
く
な
地
域
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。

市
長　

な
る
ほ
ど
。「
十
勝
モ
ン
ロ
ー

主
義
」
を
閉
鎖
的
な
地
域
の
代
名
詞
の

よ
う
に
言
わ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、

も
と
も
と
、
外
の
地
域
か
ら
入
植
し
て

き
た
歴
史
が
あ
る
か
ら
な
の
か
、
そ
ん

な
こ
と
は
全
く
な
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。

和
田　

な
か
っ
た
で
す
ね
。
転
校
し
た

初
日
か
ら
、
給
食
を
一
緒
に
食
べ
て
、

プ
ロ
レ
ス
を
や
る
ぞ
と
か
（
笑
）。「
い

き
な
り
⁉
俺
、
今
日
転
校
し
て
き
た
ば

か
り
だ
け
ど
…
」
と
。

市
長　

開
放
的
な
ん
だ
な
。（
笑
）

和
田　

そ
う
で
す
ね
、
開
放
的
と
い
う

イ
メ
ー
ジ
と
合
っ
て
い
る
か
も
し
れ
な

い
で
す
ね
。

　

そ
し
て
、
当
た
り
前
だ
と
思
っ
て
い

た
食
べ
物
の
味
が
、
帯
広
で
は
違
い
ま

し
た
。
特
に
給
食
で
驚
い
た
の
は
「
牛

乳
が
お
い
し
い
」
こ
と
。
濃
い
味
が
し

ま
し
た
ね
。

市
長　

道
内
で
転
校
し
て
も
、
そ
う
思

わ
れ
ま
し
た
か
。
十
勝
・
帯
広
は
、
素

材
の
良
さ
に
触
れ
ら
れ
る
地
域
で
す
よ

ね
。

和
田　

そ
う
思
い
ま
し
た
。
東
京
に
来

た
時
に
、
牛
乳
だ
け
で
は
な
く
、
野
菜

か
ら
お
肉
、
お
魚
ま
で
、
い
ろ
い
ろ
な

食
べ
物
が
、
よ
ほ
ど
良
い
お
値
段
を
払

わ
な
い
と
、
お
い
し
い
も
の
が
な
い
。

当
た
り
前
だ
と
思
っ
て
い
た
食
の
文
化

が
、
当
た
り
前
で
は
な
い
こ
と
に
気
が

付
き
ま
し
た
。

市
長　

私
も
東
京
に
長
く
住
ん
で
い
ま

し
た
が
、
確
か
に
東
京
に
は
何
で
も
あ

る
け
れ
ど
、「
お
金
を
出
せ
ば
」
と
い

う
条
件
が
つ
く
こ
と
を
、
今
の
お
話
を

伺
い
、
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

市
長　

や
は
り
帯
広
は
、
お
話
い
た
だ

い
た
よ
う
に
、
空
間
の
広
さ
、
自
然
、

み
ど
り
、
そ
し
て
、
食
と
い
う
印
象
で

す
よ
ね
。

和
田　

こ
の
地
域
の
財
産
は
、
ま
ず
も

っ
て
自
然
豊
か
な
こ
と
で
す
。
な
ぜ
か

と
言
う
と
、
人
間
の
あ
ら
ゆ
る
活
動
の

基
盤
は
自
然
だ
か
ら
で
す
。

　

次
に
「
食
」
の
ブ
ラ
ン
ド
。「
フ
ー
ド

バ
レ
ー
と
か
ち
」
は
、
一
見
、
ビ
ジ
ネ

ス
風
に
聞
こ
え
ま
す
が
、
生
活
の
基
本
、

衣
食
住
の
「
食
」
で
す
よ
ね
。
実
は
、

市
民
の
目
線
、
暮
ら
し
目
線
で
の
政
策

な
ん
だ
と
思
い
ま
し
て
。

市
長　

十
勝
・
帯
広
の
先
人
た
ち
は
、

「
食
と
農
」
と
、
そ
の
背
景
に
あ
る
「
自

然
」
と
の
接
点
を
ベ
ー
ス
に
生
き
て
こ

ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
て
。

そ
れ
で
、
産
業
政
策
と
し
て
「
フ
ー
ド

バ
レ
ー
と
か
ち
」
を
始
め
た
ん
で
す
。

和
田　

自
然
と
食
に
加
え
、
も
う
一
つ

の
財
産
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
は
な
い
か

と
思
う
ん
で
す
。
十
勝
は
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
視
点
か
ら
も
、
卓
越
し
た
資
産
を

持
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

市
長　

は
い
。「
フ
ー
ド
バ
レ
ー
と
か

ち
」
に
取
り
組
む
過
程
で
、
10
年
ほ
ど

前
に
気
が
付
い
た
の
が
、
食
と
農
の
延

長
で
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
「
バ

イ
オ
マ
ス
」
に
も
取
り
組
む
こ
と
の
有

用
性
で
す
。

　

地
方
都
市
の
弱
み
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
地
域
外
か
ら
買
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。

地
域
循
環
型
の
経
済
に
つ
い
て
考
え
て

い
た
時
に
、
そ
れ
ま
で
廃
棄
物
と
し
て

扱
わ
れ
て
い
た
家
畜
の
ふ
ん
尿
を
電
気

や
熱
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
す
る
こ
と
で
、

負
の
遺
産
だ
っ
た
家
畜
の
ふ
ん
尿
が
プ

ラ
ス
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
と
、
逆
転

の
発
想
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

和
田　

今
ま
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
国
の
政

策
で
あ
り
、
地
方
と
は
無
関
係
の
世
界

の
よ
う
に
思
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
（
右
下
参

照
）
に
つ
な
が
る
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
は
、
地
域
の
防
災
対
策
や
ビ
ジ
ネ

ス
に
も
広
が
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
は
、
二
酸

化
炭
素
（
Ｃ
Ｏ
２
）
を
減
ら
し
て
い
く
こ

と
だ
け
が
目
的
で
は
な
く
、
実
は
一
番

エ
ッ
ジ
が
効
い
て
い
る
「
地
方
創
生
」、

ま
ち
づ
く
り
の
手
段
に
な
る
の
で
は
な

い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

市
長　

脱
炭
素
社
会
は
、
地
球
を
守
る

た
め
に
「
我
慢
す
る
」
こ
と
が
目
的
で

は
な
く
て
、
多
少
の
不
自
由
さ
を
受
け

入
れ
る
こ
と
で
新
し
い
価
値
を
創
っ
て

い
く
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。
決
し
て
や

せ
我
慢
で
は
な
く
て
、
我
々
の
生
活
を

豊
か
に
し
て
い
く
新
し
い
も
の
に
結
び

付
く
の
だ
と
理
解
で
き
れ
ば
、
市
民
の

皆
さ
ん
に
と
っ
て
、
環
境
保
全
と
地
域

の
暮
ら
し
と
の
つ
な
が
り
が
、
も
っ
と

身
近
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

和
田　

そ
う
で
す
ね
。
困
窮
を
強
い
る

こ
と
は
政
策
と
し
て
成
り
立
ち
ま
せ
ん
。

市
長　

食
や
農
を
中
心
に
し
た
ま
ち
づ

く
り
を
し
て
い
け
ば
、
環
境
と
の
接
点

は
確
実
に
見
え
て
く
る
。
こ
こ
で
生
活

し
て
、
営
み
を
続
け
て
い
く
こ
と
で
、

将
来
世
代
と
環
境
の
た
め
に
役
に
立
て

る
と
思
う
と
、
自
分
た
ち
の
プ
ラ
イ
ド

も
刺
激
さ
れ
る
と
思
い
ま
す
。
将
来
に

向
か
っ
て
、
夢
や
希
望
を
持
て
る
地
域

と
い
う
の
は
、
ど
ん
な
時
代
に
あ
っ
て

も
、
時
代
遅
れ
に
は
な
ら
な
い
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

和
田　

「
私
た
ち
の
未
来
は
温
暖
化
地

獄
で
す
」
で
は
な
く
、
気
候
変
動
時
代

に
あ
っ
て
も
、
実
は
生
き
生
き
と
し
た

営
み
が
成
り
立
つ
。
も
っ
と
言
う
と
、

気
候
変
動
時
代
に
即
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
を

創
り
上
げ
よ
う
と
い
う
雰
囲
気
が
、

や
っ
と
出
て
く
る
よ
う
に
な
っ
た
と

思
っ
て
い
ま
す
。

市
長　

確
か
に
、
気
候
変
動
の
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
は
で
き
な
い
で
す
が
、
品
種
改

良
の
効
果
も
あ
っ
て
、
十
勝
や
北
海
道

の
農
作
物
の
収
量
は
上
が
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
同
じ
畑
で
何
年
も
同
じ
作
物
を

作
っ
て
い
た
ら
、「
連
作
障
害
」
と
い
っ

て
生
産
性
が
下
が
っ
て
し
ま
う
た
め
、

十
勝
で
は
、
毎
年
、
畑
ご
と
に
４
・
５

種
類
の
作
物
を
回
し
て
作
り
ま
す
。
そ

れ
を
「
輪
作
っ
て
言
う
ん
だ
ぞ
」
と
、

農
家
の
方
に
教
え
ら
れ
た
こ
と
が
あ
り

ま
し
た
が
、
金
融
の
世
界
で
働
い
て
い

た
私
は
、
畑
の
中
で
「
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
」
を
し
て
い
る
の
だ
と
理
解
し

ま
し
た
。
資
金
を
運
用
す
る
に
は
、
い

く
つ
か
の
金
融
商
品
を
組
み
合
わ
せ
て
、

損
失
の
リ
ス
ク
を
低
減
し
よ
う
と
し
ま

す
が
、
こ
の
土
地
の
人
た
ち
に
は
、
農

業
と
い
う
仕
事
を
通
し
て
、
生
き
て
い

く
上
で
の
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
知

恵
が
備
わ
っ
て
い
る
の
だ
と
感
じ
ま
し

担当課広報広聴課

育
っ
た
ま
ち
帯
広

気
候
変
動
時
代
の

ま
ち
の
姿

自
然
は
あ
ら
ゆ
る

活
動
の
基
盤

新
春
対
談

環
境
と
ま
ち
と
人
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た
。

和
田　

面
白
い
！
気
候
変
動
の
中
で
被

る
マ
イ
ナ
ス
の
イ
ン
パ
ク
ト
を
、
ネ
ガ

テ
ィ
ブ
に
考
え
て
「
俺
た
ち
の
ま
ち
は

も
う
だ
め
だ
」
で
は
な
く
て
、
む
し
ろ

気
候
変
動
時
代
を
逆
手
に
取
っ
て
、
気

候
変
動
に
耐
え
て
い
け
る
産
業
や
新
し

い
ビ
ジ
ネ
ス
に
取
り
組
も
う
と
し
て
い

る
。
十
勝
・
帯
広
は
、
そ
の
先
駆
け
に

な
れ
ま
す
ね
。

市
長　

実
は
、
以
前
、
環
境
省
で
提
唱

さ
れ
て
い
る
地
域
の
姿
「
地
域
循
環
共

生
圏
」
の
構
想
図
を
見
た
時
「
こ
れ
は

十
勝
19
市
町
村
の
こ
と
だ
ろ
う
」
と
思

い
ま
し
た
。
個
々
の
ま
ち
が
自
立
意
識

を
持
ち
な
が
ら
、
近
隣
の
ま
ち
と
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
も
と
、
圏
域
と
し
て

共
生
し
て
い
る
姿
で
す
よ
ね
。

和
田　

そ
う
で
す
。
地
域
循
環
共
生
圏

は
、
役
所
目
線
で
は
な
く
、
と
に
か
く

市
民
目
線
を
徹
底
し
て
い
ま
す
。
自
分

た
ち
の
理
想
の
ま
ち
は
ど
う
あ
る
べ
き

か
、
ど
う
育
て
て
い
く
の
か
を
当
事
者

意
識
を
持
っ
て
考
え
る
。
そ
れ
を
「
オ

ー
ナ
ー
シ
ッ
プ
」
と
言
っ
て
い
ま
す
が
、

そ
の
「
オ
ー
ナ
ー
シ
ッ
プ
」
と
「
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
」、「
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
」、
こ

の
三
つ
を
掛
け
算
し
た
ま
ち
を
つ
く
る

こ
と
が
大
切
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
「
オ
ー
ナ
ー
シ
ッ
プ
」
が
あ
る
か
ら

そ
れ
ぞ
れ
の
ま
ち
が
自
立
で
き
る
。
で

も
、
決
し
て
孤
立
し
て
い
る
わ
け
で
は

な
く
、
周
り
の
ま
ち
と
も
「
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
」
で
つ
な
が
っ
て
い
る
。
そ
う

す
る
と
「
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
」
つ
ま
り
、

個
々
の
ま
ち
が
共
生
し
な
が
ら
、
循
環

型
の
持
続
可
能
な
地
域
と
な
っ
て
い
く
。

こ
れ
を
地
域
と
し
て
目
指
す
こ
と
が
、

こ
れ
か
ら
の
時
代
、
必
要
に
な
る
の
で

は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

市
長　

帯
広
の
オ
ー
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
象

徴
と
言
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
半

世
紀
、
50
年
も
前
に
、
百
年
の
大
計
で

「
帯
広
の
森
」
を
つ
く
り
始
め
ま
し
た
。

ウ
ィ
ー
ン
の
森
の
よ
う
に
、
市
民
が
自

ら
植
樹
し
て
、
育
て
た
森
で
ま
ち
を
囲

む
と
い
う
、
当
時
の
市
長
の
発
想
が
と

て
も
面
白
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

和
田　

え
ぇ
、
本
当
に
面
白
い
で
す
ね
。

市
長　

そ
れ
で
、
４
期
目
の
公
約
に
は
、

「
森
と
公
園
に
暮
ら
す
ま
ち
」
を
掲
げ

ま
し
た
。
次
の
50
年
の
帯
広
の
森
の
展

望
を
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
考
え

た
い
な
と
。
日
高
山
脈
襟
裳
国
定
公
園

の
国
立
公
園
化
の
話
も
そ
の
考
え
に
拍

車
を
か
け
ま
し
た
。

　

国
立
公
園
化
が
実
現
す
る
と
、
帯
広

か
ら
日
高
山
脈
を
遠
く
に
見
た
と
き
に
、

ま
ち
の
方
へ
引
い
て
見
る
と
畑
と
帯
広

の
森
が
あ
り
、
も
っ
と
引
い
て
見
る
と
、

広
い
緑
ヶ
丘
公
園
が
あ
る
。
そ
れ
も
、

ポ
ツ
ン
と
あ
る
わ
け
で
は
な
く
、
日
高

山
脈
の
右
に
い
く
と
大
雪
山
国
立
公
園

が
あ
り
、
白
糠
丘
陵
が
あ
り
、
そ
の
奥

に
は
阿
寒
摩
周
国
立
公
園
が
あ
る
。
帯

広
空
港
に
降
り
立
っ
た
ら
、
少
な
い
時

間
で
、
三
つ
の
国
立
公
園
に
ア
ク
セ
ス

で
き
て
し
ま
い
ま
す
。
多
分
、
三
つ
の

国
立
公
園
に
囲
ま
れ
る
空
港
は
、
帯
広

し
か
な
い
の
で
は
と
思
う
と
、
国
立
公

園
化
は
、
十
勝
・
帯
広
に
と
っ
て
、
非

常
に
イ
ン
パ
ク
ト
が
あ
る
も
の
と
考
え

て
い
ま
す
。

和
田　

な
る
ほ
ど
、
気
が
付
き
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
国
立
公
園
化
が
実
現
す
る

と
、「
十
勝
」
は
国
立
公
園
に
囲
ま
れ

た
地
域
に
な
る
の
で
す
ね
。
広
い
範
囲

で
見
る
と
、
他
の
地
域
に
も
あ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
国
内
で
こ
の
ス
ケ
ー

ル
感
で
は
あ
ま
り
な
い
と
思
い
ま
す
。

国
立
公
園
が
あ
っ
て
、
地
域
に
森
が

あ
っ
て
、
暮
ら
し
に
公
園
が
あ
っ
て
、

重
層
的
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
も
、
ま

ち
の
ブ
ラ
ン
ド
で
す
よ
ね
。

　

今
は
自
然
共
生
が
企
業
ブ
ラ
ン
ド
に

な
る
時
代
で
す
。
自
然
や
森
と
共
生
す

る
仕
組
み
を
つ
く
り
あ
げ
て
、
そ
れ
を

守
っ
て
い
る
こ
と
自
体
が
ブ
ラ
ン
ド
に

な
る
。
企
業
か
ら
す
る
と
十
勝
を
通
し

て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
観
光
だ
け
で
は
な

く
て
、
自
然
保
全
の
観
点
か
ら
も
、
新

し
い
提
言
が
出
て
く
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
そ
う
い
う
意
味
で
も
、
日
本
で
最

初
に
ネ
イ
チ
ャ
ー
・
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
※
１
と

い
う
大
き
な
流
れ
を
つ
く
れ
る
の
で
は

な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

市
長　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
私

も
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
と
い
う
単
語
は
、
ま

ち
づ
く
り
の
考
え
方
を
説
明
す
る
時
に
、

よ
く
使
い
ま
す
。「
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
考

え
方
が
で
き
る
人
を
増
や
そ
う
」
と
。

そ
れ
を
標
語
に
し
た
の
が
「
第
七
期
総

合
計
画
」
の
目
指
す
ま
ち
の
姿
「
あ
お

あ
お　

ひ
ろ
び
ろ　

い
き
い
き　

未
来

を
信
じ
る
帯
広
」
な
ん
で
す
。

和
田　

は
い
。
私
た
ち
の
未
来
は
、
自

分
た
ち
で
挑
戦
し
て
切
り
拓ひ
ら

い
て
い
け

る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
第
七
期
総
合
計

画
か
ら
も
、
そ
う
し
た
オ
ー
ナ
ー
シ
ッ

プ
を
感
じ
ま
し
た
。

市
長　

先
の
見
え
な
い
時
代
に
、
ネ
ガ

テ
ィ
ブ
な
こ
と
を
考
え
始
め
た
ら
、
い

く
ら
で
も
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
が
、
そ
こ
を
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
捉

え
て
、
立
ち
上
が
り
前
を
向
く
人
が
た

く
さ
ん
い
る
ま
ち
が
、
存
在
感
の
あ
る

ま
ち
に
な
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。
そ

う
し
た
人
た
ち
や
ま
ち
づ
く
り
に
参
加

し
て
く
れ
る
企
業
を
増
や
す
こ
と
に
も
、

し
っ
か
り
と
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

和
田　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
※
２
が
、
な
ぜ
最
近
、

世
の
中
で
流
行
っ
て
い
る
の
か
と
い
う

と
、
個
人
的
に
は
、
市
民
一
人
ひ
と
り

の
暮
ら
し
に
関
係
し
て
い
て
、
市
民
目

線
だ
か
ら
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
み
ん

な
が
楽
し
く
て
豊
か
で
安
心
で
き
て
、

こ
ん
な
未
来
に
住
ん
で
み
た
い
と
思
う

こ
と
を
並
べ
た
ら
、
自
動
的
に
17
の
目

標
が
成
り
立
っ
て
い
る
。
そ
れ
だ
け
の

こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

市
長　

市
民
目
線
で
と
言
わ
れ
た
ら
、

す
ー
っ
と
入
っ
て
き
ま
す
ね
。

和
田　

は
い
。
そ
う
考
え
る
と
、
帯
広

市
民
の
皆
さ
ん
の
目
線
で
未
来
を
考
え

て
み
る
時
の
出
発
点
は
何
だ
ろ
う
と
。

私
は
、「
強
み
」
か
ら
考
え
た
ら
、
面

白
い
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ま
ず
は
、「
自
然
」
と
い
う
強
み
。
次
に
、

「
農
業
」
と
い
う
産
業
。
そ
し
て
も
う

一
つ
は
、「
人
」
で
す
。
何
か
面
白
い

な
と
思
う
こ
と
が
あ
っ
た
ら
、
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
て
み
よ
う
と
い
う
人
た
ち
。
閉

鎖
的
で
は
な
い
人
た
ち
で
す
。

　

自
然
と
い
う
ベ
ー
ス
と
、
農
業
と
い

う
歴
史
的
な
産
業
と
、
前
向
き
な
気
風

を
持
つ
人
と
の
三
つ
で
未
来
像
を
考
え

て
、
こ
の
三
つ
の
貴
重
な
資
産
を
最
大

限
活
用
す
る
た
め
に
、
ど
ん
な
エ
ン
ジ

ン
で
加
速
さ
せ
て
い
く
の
か
。
エ
ン
ジ

ン
の
一
つ
と
し
て
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
に
取
り
組
む
の
も
い
い
と
思
い

ま
す
。
そ
の
結
果
、
災
害
に
強
い
、
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
が
健
康
的
、
子
育
て
も

安
心
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
も
自
立
し
て
、
極

め
つ
け
は
ビ
ジ
ネ
ス
が
盛
ん
。
そ
ん
な

ま
ち
に
な
っ
た
ら
、
ち
ょ
っ
と
ど
こ
ろ

か
、
か
な
り
楽
し
い
ま
ち
に
な
る
と
思

い
ま
す
。

市
長　

そ
れ
が
、
先
ほ
ど
の
地
域
循
環

共
生
圏
に
つ
な
が
る
ん
で
す
ね
。

和
田　

そ
う
で
す
。
こ
の
三
つ
の
資
産

を
活
用
し
な
が
ら
、
市
長
が
描
い
た
ビ

ジ
ョ
ン
、
第
七
期
総
合
計
画
を
も
と
に
、

市
民
の
皆
さ
ん
が
面
白
い
ぞ
、
と
思
う

も
の
を
み
ん
な
で
描
い
て
み
る
。
そ
の

未
来
の
絵
を
見
た
ら
、
他
の
地
域
の
人

た
ち
も
み
ん
な
驚
く
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

市
長　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
お

話
を
伺
っ
て
、
も
っ
と
も
っ
と
頑
張
っ

て
い
か
ね
ば
と
思
い
ま
し
た
。（
笑
）

　

未
来
を
考
え
る
時
に
、
常
日
頃
自
分

に
戒
め
て
い
る
の
は
、
常
に
時
間
軸
を

持
つ
こ
と
で
す
。
例
え
ば
、
一
足
飛
び

に
目
標
を
達
成
で
き
な
い
と
し
た
ら
、

一
番
早
く
到
達
す
る
た
め
に
は
、
一
見
、

不
合
理
に
見
え
る
こ
と
で
も
、
こ
こ
に

石
を
置
い
た
方
が
い
い
の
で
は
な
い
か

と
か
。
毎
日
そ
ん
な
こ
と
を
考
え
て
い

ま
す
。

和
田　

私
も
、
近
視
眼
的
で
も
な
く
、

無
責
任
に
未
来
を
考
え
る
の
で
も
な
く
、

ど
ち
ら
も
見
な
が
ら
、
自
分
は
ど
の
布

石
を
打
て
る
の
か
考
え
て
い
ま
す
。
そ

の
石
は
、
蹴
飛
ば
さ
れ
た
り
、
ブ
ル
ド

ー
ザ
ー
で
動
か
さ
れ
た
り
す
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
が
常じ
ょ
う
と
う套手
段
だ
と

思
っ
て
布
石
を
打
つ
こ
と
が
で
き
る
の

が
、
国
の
役
人
の
醍だ
い

醐ご

味み

だ
と
思
い
ま

す
。
で
も
、
地
方
行
政
は
一
つ
の
分
野

だ
け
で
は
な
く
、
ま
ち
づ
く
り
全
体
を

見
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
取
り
な
が
ら
石
を
置
い
て

い
く
。
そ
れ
も
楽
し
い
で
す
よ
ね
。

市
長　

は
い
。
こ
れ
か
ら
も
、
市
民
の

皆
さ
ん
と
一
緒
に
、
み
ん
な
が
幸
せ
に

な
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。
本
日
は
長
時
間
、
本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

和
田　

と
て
も
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
お
話

で
、
楽
し
か
っ
た
で
す
。
こ
ち
ら
こ
そ

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

未
来
を
考
え
て
み
る

十勝を囲む国立公園
大雪山

釧路湿原
白糠丘陵

帯広市

日高山脈襟裳
（現在は国定公園）

阿寒
摩周

※１ ネイチャー・ポジティブ　生物多様性や自然の損失を食い止め、回復させ、豊かにすることを優先して企業活動などを進めていくこと。
※２ SDGs（Sustainable Development Goals）　2030年までに持続可能でよりよい社会の実現を目指す世界共通の「持続可能な開発目標」の略。

日高山脈襟裳国定公園って？
日高山脈の魅力は？
　手つかずの自然が残る原始性が高いところです。
世界的にまれな地質を有し、氷河がつくった地形
やここでしか見られない多くの動植物が存在して
います。

国立公園になると何か変わるの？
　日本を代表する「傑出した自然の風景地」とし
て、環境大臣が指定し環境省が管理することにな
ります。そのため、国内はもとより世界にも、十勝・
日高が知られるきっかけになります。

市はどんな活用を考えているの？
　日高山脈を地域資源として活用することで、景観
を楽しむだけでなく、登
山やキャンプ、釣りといっ
た自然体験に、国立公園
化という付加価値を加え
たアウトドア観光として
魅力向上が期待できます。

森
と
公
園
に
暮
ら
す
ま
ち



■8■広報おびひろ　令和５年１月号

往復はがきなど申込時の記載事項
①イベント・教室名（希望する日時・曜日・コースなど）
②住所（郵便番号も）③氏名（ふりがな）④電話番号
⑤生年月日（スポーツ教室のみ）⑥性別（スポーツ教室のみ）
⑦年齢（高校生以下は学校名・学年、年中、年長なども）
⑧保護者氏名（小学生以下の場合）⑨返送先（往復はがきの場合）
　特に記載のない場合、申し込みは１人（組）１通。
　直接窓口で申し込む場合は、返信用のはがきを持参。

　申し込み方法などの記載がない場合は、参加無料ですので
当日会場へ直接お越しください。
　詳細は、各問い合わせ先に確認してください。（施設ごとに
業務時間が異なります）

　市役所代表　☎２４・４１１１、ＦＡＸ２３・０１５１
　帯広市ホームページ　https://www.city.obihiro.hokkaido.jp/

対＝対象　日＝日時　場＝場所　定＝定員
￥＝費用　申＝申し込み　問＝問い合わせ　☎＝電話
Ｆ＝ＦＡＸ　 ＝Ｅメール　HP＝ホームページ

■お知らせの見方

イベント お知らせ募集健康・福祉講座

■カテゴリアイコンの見方

広報掲載記事に関連するW
ウェブ

EBページを
簡単に探せます！

　広報記事内に記載されている７桁の数字（ページID）を、市ホーム
ページ内の「広報ページID検索」欄に入力するだけで該当WEBページ
のより詳細な情報が確認できます。ぜひご活用ください。
問広報広聴課（市庁舎３階、☎65・4109）

　節分にちなんで、ニホンザルへ
落花生などの特別給餌を行う。
日１月29日㈰、13時30分～14時
場問動物園（緑ケ丘２、☎24・
2437）
市ホームページID.1007138

　国際交流員のカーインさんが、
簡単な英語を使って歌やダンスで
子どもたちと交流する。
対６歳までの子どもと保護者。兄
姉の参加も可能
日１月21日㈯、10時30分～12時
定抽選40人
申１月５日㈭までに、
W

ウ ェ ブ

EBフォームから申し
込み。
場問森の交流館・十勝（西20南６、
☎34・0122）
市ホームページID.1009965

　音楽でおもいっきり体を動かし
たり、歌を歌ったりするプチコン
サート。
対５歳までの乳幼児と保護者
日２月12日㈰、10時30分～11時
30分
定先着30家族75人
￥一家族500円
場申問１月11日㈬～２月12日㈰
までに、電話で市民文化ホール（西
５南11、☎23・8111）へ。

　児童や高校生の相互派遣事業な
ど、姉妹・友好都市との交流内容
を紹介する。
日１月24日㈫～31日㈫、９時～
19時（土・日曜日は10時～17時）
場市民ホール（市庁舎１階）
問観光交流課（市庁舎７階、☎

65・4133）

　男女別36ホールストロークプ
レイの大会。
対16歳以上の人
日２月11日㈷、８時～
場帯広の森研修センター（南町
南７線56番地７）
定抽選100人
￥1000円（保険料含む）
申問１月20日㈮までに、往復は
がきに「申込時の記載事項」（８頁）
を書いて、帯広の森野球場（〒080・
0856南町南７線56番地７、☎48・
8338）へ。
担当課スポーツ課

　消防職団員による行進、帯広鳶
と び

土工事業組合による木遣
や

りやはし
ご乗りを行うほか、屋外での車両
展示ブース、子ども向けの防火衣
着装ブースを設置。
日１月５日㈭、10時～11時10分
場よつ葉アリーナ十勝（大通北１）
問総務部消防課（西６南６、消防
庁舎１階、☎26・9128）

場申問特に記載がない場合、各
申込期間に、直接または電話で児
童会館（緑ケ丘２、☎24・2434）へ。
◆親子囲碁入門教室
　申し込み不要。
対小・中学生と保護者
日１月９日㈷、10時～12時
◆もっくん教室（幼児向け工作）
対幼児と保護者
日１月11日㈬、18日㈬、いずれも
①10時 ～10時15分、 ②10時30分
～10時45分、③11時～11時15分
定各先着親子２組
申込期間１月４日㈬～各開催日
◆きらきら人形劇場（とうきび座）
対幼児・小学生と保護者
日１月15日㈰、14時～14時40分
定先着30人
申込期間１月４日㈬～15日㈰
◆星の観察会
日１月20日㈮、19時～20時15分
定先着30人
申込期間１月６日㈮～20日㈮
◆親子おもしろ教室
対幼児、小・中学生と保護者
日１月28日㈯、①９時30分～10
時、②10時30分～11時
定各先着親子６組
申込期間１月14日㈯～27日㈮

　小学生以下は保護者同伴。
場申問12月25日㈰～各開催日の
前日までに、帯広の森・はぐくー
む（南町南９線49、☎66・6200）へ。
◆歩くスキー体験
　主に初心者が対象の、歩くス
キーの体験・講習会。
日１月28日㈯、９時30分～11時
30分
定先着30人
◆森のスノーシューハイキング
　少し起伏のある自然林をスノー
シューで歩く。
日１月29日㈰、９時30分～12時
定先着15人
◆森のスキーツアー
　帯広の森の見どころや施設など
を巡るスキーツアー。
日２月４日㈯、９時30分～12時
定先着15人

おびひろ動物園
節分の日イベント

第72回キッズ・プレイグラ
ウンド（オーストラリア）

幼児向けプチコンサート
楽しいおやこあそび

「知ってる？帯広の姉妹・
友好都市」パネル展

第11回財団杯北海道雪中パーク
ゴルフ大会兼帯広市健康スポー
ツ推進雪中パークゴルフ大会

帯広市消防出初式

児童会館のイベント

帯広の森・はぐくーむ
１月のイベント

市
み ん な

民の掲示板３月号の締め切りは１月19日㈭です　内容や紙面の都合で掲載できない場合もあります。　問広報広聴課（市庁舎３階、☎65・4109）

対＝対象　日＝日時　場＝場所　定＝定員　￥＝費用　申＝申し込み

場問百年記念館（緑ケ丘２、☎24・5352）
◆第41回郷土美術展
　十勝管内で絵画、工芸などの創作活動をされている人々の作品を一
堂に集めた展覧会。
日１月13日㈮～29日㈰、９時30分～16時30分（最終入場は16時まで、
最終日は15時30分まで）
◆ロビー展「動画で旅する十勝の歴史３」
　昭和に記録された動画から、帯広・十勝の歩みをひもとく。
日１月14日㈯～２月５日㈰、９時～17時

　10月28日、帯広市教育委員会は、百年記念館が所蔵する依田勉
三の自筆日記『備忘』を帯広市の指定文化財に指定しました。帯
広市における指定は25年ぶり９件目です。
　十勝開拓の先駆者として知られる依田勉三は、日々の出来事を
事細かに記録していました。指定に至った理由は、この『備忘』
が明治時代の開拓の様子や同時期の帯
広・十勝の地域社会を詳しく知ること
ができる貴重な史料だからです。
　今後さらに『備忘』の調査研究を進め、
活用していきます。

百年記念館のイベント

依田勉三日記『備忘』が帯広市指定文化財になりました
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問スポーツ課（市庁舎８階、☎65・
4210）
市ホームページID.1005456
◆令和４年度ゴルゲート練習会
　ゴルゲートの練習会として、施
設の開放を行う。
日場▶よつ葉アリーナ十勝（大通
北１）、１月23日㈪、27日㈮、２
月10日㈮、24日㈮、３月２日㈭、
８日㈬、10日㈮、いずれも13時
～16時▶帯広の森コミュニティ
センター（空港南町南11）、１月
26日～３月23日までの毎週木曜
日、いずれも13時～15時30分
◆令和４年度ゴルゲート教室
　ゴルゲートの初心者向けの教
室。講師による指導の下、分かり
やすく解説する。 
日１月22日㈰、９時～12時
定先着30人
場申１月16日㈪までに、直接ま
たは電話で帯広の森コミュニティ
センター（空港南町南11、☎47・
3974）へ。
◆市民クロスカントリースキーツ
アー
　クロスカントリースキーツアー
を開催。スキー貸し出し希望者は、
申し込み時に連絡ください。
対小学生以上の市民
日１月22日㈰、７時30分～16時
場糠平湖タウシュベツ川橋梁周
辺特設コース（上士幌町）
定先着35人
申１月11日㈬までに、電話でス
ポーツ課へ。

定各先着10人　　　￥各6600円
場申問各申込期限までに、電話
で都市農村交流センターサラダ館

（西22南６、☎36・8095）へ。
◆草木染め教室
　草木染めを学ぶ。
日１月16日㈪、２月20日㈪、３
月13日㈪、いずれも10時～11時
30分、全３回
申込期限１月９日㈷
市ホームページID.1013814
◆初めてのパンとケーキ作り教室
　パンとケーキの作り方を学ぶ。
日１月20日㈮、２月17日㈮、３
月10日㈮、いずれも10時～12時
30分、全３回
申込期限１月13日㈮
市ホームページID.1013812
◆初めての押し花教室
　押し花を学ぶ。
日１月26日㈭、２月16日㈭、３
月30日㈭、いずれも10時30分～
12時、全３回
申込期限１月16日㈪
市ホームページID.1013813

　地場産の生乳や肉を使った加工
方法を学ぶ。
場申問12月27日㈫～各申込期限
までに、電話で畜産物加工研修セ
ンター（八千代町西４線、☎60・
2514）へ。
市ホームページID.1005676
◆ソーセージ研修（プレーンほか
全３種、計約750グラム）
日１月22日㈰、10時～14時
定先着10人　　　￥2200円
申込期限１月13日㈮
◆ソーセージ研修（約250グラム）
日２月５日㈰、10時～14時
定先着20人　　　￥1000円
申込期限１月27日㈮
◆チーズ研修（約１キログラム）
日①１月28日㈯～29日㈰、②２
月11日㈷～12日㈰、いずれも１
日目は10時～13時、２日目は10
時～10時30分
定各先着８人　　　￥各3000円
申込期限①１月20日㈮、②２月
３日㈮

　市内の農家グループ「畑のキッ
チンおびひろ」を講師に、地元産
のそば粉を使用し、家庭にある道
具だけでそばを作る。
日１月17日㈫、14時～16時
場川西農業者研修センター(川西
町西２線59)
定先着８人　　　￥1200円
申問１月５日㈭～13日㈮までに、
電 話 で 農 政 課（ 川 西 町 基 線61、
☎59・2323）へ。
市ホームページID.1010419

場申問12月25日㈰～各申込期限
までに、電話でとかち大平原交流
センター（川西町基線61、☎53・
4780）へ。
◆アイス作り体験
　雪を使って遊びながらアイス

（100ミリリットル）を作る。
対親子
日２月４日㈯、10時～11時30分
定先着10組　　　￥１組1000円
申込期限１月29日㈰
市ホームページID.1010427
◆小麦から小麦粉への製粉体験
　石臼を使って小麦から小麦粉を
作る。
対小学生以下の子どもと保護者
日２月18日㈯、10時～12時
定先着10組　　　￥１組500円
申込期限２月14日㈫
市ホームページID.1010571

市民大学講座

場とかちプラザ（西４南13）
申問会場受講の場合は各開催日の前日までに、生涯学習文化課（市庁舎８階、
☎65・4192）へ。
Z

ズーム

oom受講の場合は開催日２日前までに、市民大学講座ホームページから申
し込みが必要。未就学児（２歳以上）の託児希望は各開催日の一週間前までに、
申し込み。

市ホームページID.1006968

講座名 講師（役職）／講座内容 開催日／開催時間 定員（備考）

第 32集
【帯広大谷短期大学連携】

現代フランス文学事情

高橋 啓 氏（翻訳家）

１月19日㈭、
14時～15時30分

先着40人
（Zoom

配信あり）

社会学者ジェラルド・ブロンネー
ル氏の最新作『知の黙示録』（邦訳
2023 年みすず書房より刊行予定）
の内容を紹介する。

第 33集
【２回講座】

N
ニ ー サ

ISA、i
イ デ コ

DeCo ではじめる
資産運用基礎講座

川部 紀子 氏（日本証券業協会金融・
証券インストラクター）

１月24日㈫、
２月７日㈫、

いずれも
18時30分～20時

先着70人
（Zoom

配信あり）

投資で資産運用を始めるなら、非課
税制度の利用がお得。NISA、iDeCo
が利用できる株式と、投資信託の
基礎知識・制度の仕組みを中心に
学習する。

会　　場 日程：回数 講座・教室名 対象者 申込期限

帯広の森研修センター ２/ ５㈰ 食育教室 幼稚園・保育所の年
中・年長児と保護者 １月10日㈫

坂本ビル
（問い合わせは

帯広の森体育館へ）
２/14㈫ みんなで楽しく！

リトミック（１・２歳）
１～２歳児と
保護者 １月31日㈫

帯広の森体育館

２/21㈫～３/21㈷の
火曜日：全３回

転倒予防教室
（２回目） 50歳以上の人 ２月７日㈫

２/24㈮～３/24㈮の
金曜日：全５回

レッツ！
プレイスポーツ（２回目）

幼稚園・保育所の年
中・年長児 １月31日㈫

場問	帯広の森研修センター（〒080・0856南町南７線56番地７、☎48・8048）
　　帯広の森体育館（〒080・0856南町南７線56番地７、☎48・8912）
　　坂本ビル（〒080・0012西２条南９丁目16番地）

スポーツ教室についてのお知らせ
　12月20日㈫から予約受付を開始する教室一覧です。
　各教室の開催時間、定員、費用などの詳細は各施設に問い合わせるか、
帯広市文化スポーツ振興財団のホームページ、または総合案内（市庁舎１
階）、各スポーツ施設、各コミセンに配置している生涯学習情報誌「まなびや」
で確認してください。
申し込み方法（各教室の定員を超えた場合は抽選となります）
①ホームページから … 希望の教室を選択し、申し込みフォームから送信

HP https://obihiro-foundation.jp/ 
②直接申し込み……… 返信用はがきを各施設に持参
③往復はがき…………「申込時の記載事項」（８頁）を記入
※連続講座は祝日が含まれる場合、開催曜日が変更になる週があります。

都市農村交流センター
サラダ館の講座・教室

スポーツ課からの
お知らせ

ソーセージ、チーズ作り
体験研修

そば作り教室

とかち大平原交流センター
の講座・教室

種　類 講　座

健康・
スポーツ

ファンキー・ソウルステップ、背骨コ
ンディショニング、ダンスフィットネ
ス、太極拳、ヨガ、フラダンスなど

音楽 コーラス、カラオケ教室、ゴスペル

書道・絵画 書道、美文字入門、油絵、
パステル画

語学 英会話（入門、初級、中級）、
韓国語（入門、初級）

華道・茶道 花ごころ、茶道（裏千家）

趣味・手工芸 パッチワークキルト、ししゅう、
着物、絵手紙

料理 家庭料理、楽しい彩り料理、
シェフの簡単料理

パソコン エクセル、ワード、パソコンの基本
操作など

プラザ・エンジョイスクール
2022年度第４期講座

　２月から３月までに開催する

講座の受講生を募集。詳細は、

とかちプラザや各コミセンなど

に配置してあるパンフレットの

ほか、とかちプラザ

ホームページなどを

ご覧ください。

対高校生以上
場申問１月11日㈬～26日㈭ま
でに、直接とかちプラザ（西４

南13、☎22・7890）へ。

　汚れたり破損した状態で返却された図書
館の本を展示。
日１月20日㈮～29日㈰
場問図書館（西２南14、☎22・4700）

「本が泣いています」展

１月９日㈪「成人の日」もごみを収集します　月曜日収集地区にお住まいの人は、午前９時までに分別ルールに基づいて、決められたごみステーションに出
してください。　問清掃事業課（西24北４、☎37・2311）

問＝問い合わせ　☎＝電話　Ｆ＝ＦＡＸ　 ＝Ｅメール　HP＝ホームページ
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　「てだすけサービス」の従事者
を養成するための研修。研修の全
課程（12時間）を修了し、てだす
けサービスを実施する事業所に就
職することにより、生活援助員と
して働くことができる。
対てだすけサービス事業所への
就職希望や予定のある人
日２月４日㈯～５日㈰、１日目
は10時～17時、２日目は９時30
分～16時30分
場帯広コア専門学校（西11南41）
定先着20人
￥1000円程度の実費（食材費など）
申問１月27日㈮までに、申込書を
直接または郵送、ファクスで地域
福祉課（〒080・8670西５条南７
丁目１番地、市庁舎３階、☎65・
4113、Ｆ23・0158)へ。市ホームペー
ジからも応募可能。申込書は地域
福祉課で配布のほか、市ホーム
ページからもダウンロード可能。
市ホームページID.1009154

場問健康推進課（東８南13、保健
福祉センター内、☎❶25・9721、
❷25・9720）
❶健康相談
　保健師、栄養士などが、健診結
果の見方や健康づくりなど健康に
関する相談に応じる。
対市内在住の18歳以上
日①１月12日㈭、②25日㈬、いず
れ も ９ 時30分 ～11時30分、13時
30分～15時30分（１人60分程度）
申各開催日の前日までに、電話で
健康推進課へ。
❷エキノコックス症検診
　採血による血清反応検査を行
う。結果は約４週間後に通知。
対小学３年生以上の市民で、過去
５年間受診していない人
日①１月11日㈬、②26日㈭、いず
れも13時30分～14時
￥300円（中学生以下無料）
市ホームページID.1004868

　印鑑、マイナンバー確認書類お
よび身元確認書類を持参の上、直
接お越しください。申し込み方法、
入居者資格などは、問い合わせく
ださい。その他、随時受け付けを
している住宅もあります。
日１月５日㈭、８時45分～19時、
６日㈮、10日㈫、８時45分～17
時30分
場市庁舎10階第５Ａ会議室
問住宅営繕課（市庁舎３階、☎

65・4190）

対市内在住または勤務地が市内
の人
定電話で問い合わせください
申問各申込期限までに、帯広消
防署救急課（西６南６、消防庁舎
１階、☎26・9132）へ。
◆普通救命講習
　出血時の止血法や心肺停止、呼
吸停止時の心肺蘇生法、AEDの使
い方など応急手当を習得する。
日①１月９日㈷、②22日㈰、いず
れも13時30分～16時30分
場①消防庁舎（西６南６）、②柏
林台出張所（柏林台西町２）
申込期限①１月２日 、②15日㈰
◆実技救命講習
　１カ月前から前日までに、イン
ターネット上の「応急手当W

ウ エ ブ

EB講
習」を受講した人が対象の講習会。
日１月19日㈭、18時30分～20時
30分
場南出張所（西17南41）
申込期限１月12日㈭

　成瀬潤姫氏（ナルセ養蜂場）を
講師に、ミツロウラップを作る。
対市内在住の障害者手帳をお持
ちの人や難病の人
日１月18日㈬、10時～11時30分
定先着８人　　￥700円（材料費）
場申問12月26日㈪～１月11日㈬
までに、電話またはファクスで障
害者生活支援センター（保健福祉
センター内、☎25・9701、Ｆ25・
9703）へ。市ホームページからも
申し込み可能。手話・要約筆記通
訳が必要な人は早めの申し込みを。
市ホームページID.1013808

問地域福祉課（市庁舎３階、☎

65・4113）
◆認知症サポーター養成講座
　認知症の症状や接し方を学び、
地域で認知症の人とその家族を見
守る応援者を養成する。
対市民または市内に通学、通勤し
ている人
日１月18日㈬、10時～11時30分
場緑西コミセン（西17南４）
定先着15人
申問１月16日㈪までに、直接ま
たは電話で地域福祉課へ。
市ホームページID.1004989
◆認知症・家族の集い「茶話会」
　認知症の人を介護している家族
が気軽に参加し、相談・交流でき
る。介護を終えた人も参加可能。
日１月26日㈭、13時30分～15時
場グリーンプラザ（公園東町３）
￥100円

　アイヌ民族の遺跡であるチャシ
跡を十勝管内の事例から紹介する。
日１月21日㈯、14時～16時
定先着50人
場申問１月５日㈭～20日㈮まで
に、電話で百年記念館（緑ケ丘２、
☎24・5352）へ。

　特に士幌線を取り上げ、講演や
ドローンが撮影した動画の上映、
座談会を実施する。
日１月14日㈯、14時～16時
場百年記念館（緑ケ丘２）
定先着50人
申問１月10日㈫までに、電話また
はファクス、Ｅメールで十勝圏複
合事務組合事務局総務課（☎37・
3491、Ｆ37・3494、 soumuka
@tokachiken.hokkaido.jp）へ。
担当課百年記念館

場グリーンプラザ（公園東町３）
定各先着10人
申問各申込期限までに、直接また
は電話で地域福祉課（市庁舎３階、
☎65・4146）へ。
◆救急法基礎講習
　手当ての基本、人工呼吸・胸骨
圧迫の方法、AEDの使用方法、気
道異物除去の方法などを学ぶ。
対満15歳以上
日１月14日㈯、９時15分～13時
30分
￥1500円
申込期限１月13日㈮
◆救急法救急員養成講習
　急病やけが・傷・骨折の手当て、
搬送などを学ぶ。
対救急法基礎講習修了者
日１月21日㈯～22日㈰、いずれ
も９時15分～17時30分
￥1800円
申込期限１月20日㈮

博物館講座
「十勝のチャシ跡」

十勝探訪
【廃線編～旧士幌線】

赤十字講習救命講習

ミツロウラップづくり
講座

健康推進課からの
お知らせ

認知症の支援に関する
お知らせ

令和４年度第５回
帯広市生活援助員養成研修

令和４年度１月定期募集分
市営住宅入居者を募集 げんき活動コースチャレンジデー

　介護予防のための運動などを体験。１回から参加できます。開催場
所や時間など、詳細は各事業所へ問い合わせください。
対65歳以上の市民
担当課地域福祉課

開催日 実施事業所（電話）

１月５日㈭、12日㈭、19日㈭ コムニの里おびひろ小規模多機能型居宅介護事業所
（☎20・4567）

１月10日㈫、20日㈮ ジョイリハ西５条（☎49・3060）

１月11日㈬、18日㈬ デイサービスセンター太陽園（☎64・5565）

１月13日㈮、16日㈪ ツクイ帯広Ｗ
ワ ウ

ＯＷ（☎20・1562）

１月18日㈬ デイサービスセンター帯広りはびり（☎29・5515）

１月19日㈭、20日㈮ 通所介護事業所ふるさと（☎41・8341）

１月20日㈮、23日㈪、31日㈫ 歩くデイゆるり（☎090・9801・7781）

市ホームページID.1006491

1月の燃やさないごみ、有害危険ごみの収集日　燃やすごみが月・木曜日収集地区にお住まいの人は、１月11日㈬、25日㈬です。燃やすごみが火・金曜日
収集地区にお住まいの人は、１月４日㈬、18日㈬です。　問清掃事業課（西24北４、☎37・2311）

問特に記載がない場合、健康推進課（東８南13、保健福祉センター内、
☎25・9722）

◆ママと赤ちゃんの相談会
　テーマごとの講話を行い、個別の相談に応じる。時間はいずれも10時
～11時10分
対妊娠中または１歳までの赤ちゃんと保護者。第２子以降の人も参加で
きますが、❶は１歳以上の兄姉は参加不可
定❷は先着15組、❶は各開催施設へ問い合わせください。
申各開催日の前日までに、直接または電話で各開催施設へ。

◆ほんわかファミリー教室
対令和５年５月初産予定の夫婦
日１月21日㈯、①10時～11時、②13時～14時
場申１月18日㈬までに、電話で健康推進課へ。

◆１月乳幼児健診のお知らせ
　５カ月児健診、１歳６カ月児健診、３歳児健診の対象者には事前に個
別通知しています。通知が届かない場合や転入された場合など、不明な
点は問い合わせください。

子育て広場

開催日 講座名／開催施設・申し込み先

❶１月19日㈭
ママと赤ちゃんのわくわく母乳講座
場地域子育て支援センターこでまり（西14北２、☎ 38・2690）

❷１月23日㈪
ママと赤ちゃんの歯っぴい講座
場保健福祉センター（東８南13、☎ 25・9722)



■11■ 広報おびひろ　令和５年１月号

　市内で活動している個人・団体
の創作活動の成果を発表するおび
ひろ市民芸術祭の参加者を募集。
日程など、詳細は問い合わせくだ
さい。
・私の作品展
対市内で活動する個人
募集作品絵画、書道、写真、手工
芸、絵手紙など
・イラスト・ギャラリー
対市内で活動する個人、団体
募集作品アニメ、イラスト作品
・私の作品展〈映像〉
対市内で活動する個人
募集作品１作品５分以内の映像
申問１月６日㈮～30日㈪までに、
市民文化ホールなどで配布の申し
込み用紙に必要事項を記入し、直
接または郵送でおびひろ市民芸術
祭実行委員会（〒080・0015西５
条南11丁目48番地、市民文化ホー
ル内、☎23・8111）へ。
担当課生涯学習文化課

　毎月１回市内で生活必需品の小
売価格調査を行うほか、各種アン
ケートに回答するモニターを募集。
任期令和５年４月１日から１年間
報酬月額1600円（予定）
対18歳以上の市内在住で、１年
を通じて活動が可能な人
定選考６人（予定）
申問１月５日㈭～２月３日㈮ま
でに、応募用紙に必要事項を記入
し、直接または郵送で商業労働課

（〒080・8670西５条南７丁目１
番地、市庁舎７階、☎65・4132）
へ。応募用紙は商業労働課で配布
しているほか、市ホームページに
も掲載しています。
市ホームページID.1011093

　詳細は問い合わせください。
対市内在住の季節労働者で、次の
すべての条件を満たす人
▶雇用保険特例受給資格者で特例
一時金の支給を受けた人、または
雇用保険被保険者離職票、資格喪
失確認通知書の発行を受けている
求職者登録をしている人▶生計維
持者で、原則、扶養家族がいる人
▶就労するまでの生活が困難な人
▶連帯保証人がいる人
返済方法６月～翌年１月までの８
回払い
貸付限度額一世帯15万円まで
利息無利子
申問５月31日㈬までに、直接ま
たは電話で商業労働課（市庁舎７
階、☎65・4168）へ。

　令和５年４月１日付採用の会計
年度任用職員を募集します。募集
要項で応募資格と申し込み方法を
確認してください。募集要項は１
月下旬に人事課や総合案内（市庁
舎１階）に設置するほか、市ホー
ムページからも確認できます。
問人事課（市庁舎５階、☎65・4108）
市ホームページID.1004434

申問各申込期間に、直接学校教育
課（市庁舎８階、☎65・4203）へ。
◆令和５年度小規模特認校（清川、
愛国）への入学児童の募集
　豊かな自然環境の中で特色ある
教育活動を行っている農村地域の
小規模特認校へ、住所を変更する
ことなく就学することができま
す。見学の希望は、学校教育課へ
問い合わせください。
▶清川小学校（清川町西３線）
▶愛国小学校（愛国町基線23）
対市内在住かつ市内の小学校に
在学する児童
定各学校、各学年３人程度
申込期間１月４日㈬～27日㈮
市ホームページID.1004710
◆奨学金および入学支度金の貸し
付け希望者の募集を開始
　申し込みの際に必要な申請書は
学校教育課で配布しているほか、
市ホームページに掲載しています。
申込期間１月４日㈬～２月10日㈮
奨学金▼
市ホームページID.1004716
入学支度金▼
市ホームページID.1013083

　市議会が保有する個人情報の取
り扱いを適正に行うための条例の
制定に当たり、市民の皆さんから
意見を募集します。
　詳細は、募集要領をご確認くだ
さい。募集要領は議会事務局総務
課、各コミセンなどに設置のほか、
市ホームページにも掲載していま
す。意見募集期限までに、意見等
の提出書に記載し、直接または郵
送、ファクス、Ｅメールで議会事
務局総務課へ提出してください。
W

ウ ェ ブ

EBフォームからの提出も可能。
募集期限１月18日㈬、17時30分
必着
問議会事務局総務課（〒080・8670
西５条南７丁目１番地、市庁舎議
会棟２階、☎65・4220、Ｆ23・0164、

city_counci l@city.obihi ro .
hokkaido. jp）
市ホームページID.1013809

　建設工事５工種（土木一式、建
築一式、電気、管、舗装）および
物品・役務の２業種（清掃業務、
警備業務）に登録がある事業者の
格付更新を行います。
　申請方法などの詳細は、市ホー
ムページをご確認ください。
格付の有効期限令和５年４月１日
から２年間
対市内に本店または受任先の支
店などを有する事業者のみ
申問１月10日㈫～27日㈮までに、
直接または郵送で契約管財課（〒
080・8670 西５条南７丁目１番地、
市庁舎２階、☎65・4114）へ。
市ホームページID.1005718

　償却資産とは、会社や個人が所
有する不動産賃貸、商店、農業な
どの事業に使用する資産です。所
有者は、１月１日現在の所有状況
を１月31日㈫までに申告してく
ださい。申告書は資産税課で配布
しています。
対象資産構築物、機械・装置、工
具・器具備品など
問資産税課（市庁舎２階、☎65・
4124）

　経済的な理由などで保険料を納
めることが困難なときは、保険料
の免除制度があります。このうち、
４分の３免除、半額免除、４分の
１免除は、免除を受けた残りの保
険料を納める必要があります。残
りの保険料の納付を忘れると、免
除が承認されても保険料未納期間
になるので注意してください。
問戸籍住民課（市庁舎１階、☎65・
4143）、帯広年金事務所（西１南１、
☎25・8113、音声案内２番→２番）

　令和４年中に厚生年金保険、国
民年金などの老齢または退職を支
給事由とする年金を受け取られた
人には、１月中旬から下旬にかけ
て、日本年金機構より「令和４年
分公的年金等の源泉徴収票」が順
次送付されます。
　源泉徴収票を紛失した場合や、
再発行を希望する人は「ねんきん
ダイヤル」や「ねんきんネット」
をご活用ください。ねんきんネッ
トの利用方法は、日本年金機構
ホームページをご確認ください。
問ねんきんダイヤル（☎0570・05・
1165）
担当課戸籍住民課

問＝問い合わせ　☎＝電話　Ｆ＝ＦＡＸ　 ＝Ｅメール　HP＝ホームページ

▷帯広市急病テレホンセンター（☎0155・26・1099）　▷北海道救急医療情報案内センター（ 0120・20・
8699、携帯電話／ＰＨＳ☎011・221・8699）休日・夜間の急病は

令和５年度
会計年度任用職員を募集

第42回おびひろ市民芸術祭の
参加者を募集

学校教育課からの
お知らせ

（仮称）帯広市議会の個人情報
の保護に関する条例骨子（案）
に関するご意見募集

令和５年度北海道
消費生活モニターの募集

季節労働者等
生活資金貸付金

建設工事５工種と清掃・
警備業務の格付更新申請
を受け付けます

償却資産の申告を
お忘れなく

国民年金に関する
お知らせ

国民年金保険料一部免除が
承認された人は注意して
ください

図書館（西２南14、☎22・4700）
　今月はビジネスに関する本を紹介します。

　仕事中、「考えごとでいっぱいになった
頭を整理したい」「なかなか目標が達成で
きない」このような悩みに出会うことはあ
りませんか。使い方次第で仕事の効率や
成果が何倍も変わるノートの整理方法を、
さまざまなシーンに沿って紹介した１冊
です。１冊のノートと１本のペンを使い頭の中をスッキリさせ、効率
の良い仕事をするのに役立ててみてはいかがでしょうか。

『仕事は１冊のノートで
10倍差がつく』
著　　者…鈴木　進介／著
出　版　社…明日香出版社

問い合わせ

図書館のオススメ

（表紙画像使用許諾不要）

市長からの返信
～ vol. ２のテーマは「活力あるまち」～

　米沢市長が動画を通して、直接、市民の皆さんに向
けて説明する“市長からの返信”シリーズ。第２弾では、
帯広市の活力はどんなところから来ているのか？人口
や産業などの視点から説明しています。

▲動画は
　こちら

広報広聴課（市庁舎３階、☎65・4109）問い合わせ
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広報おびひろ・声の広報・点字広報　毎月1回発行
●発行日/令和５年１月１日　●部数/７万7000部　●製作･印刷/株式会社クナウパブリッシング

カ メ ラ レ ポオビヒロ
OBIHIRO
CAMERA
R E P O R T

　北海道日本ハムファイ
ターズのプロジェクト
「北海道179市町村応援
大使2022」の一環とし
て、帯広市応援大使の清
水優

ゆう

心
し

選手・杉浦稔
とし

大
ひろ

選
手が、杉浦選手の母校で
もある広陽小学校を訪問
し、児童と交流しました。
　質問コーナーでは、杉
浦選手の小学校時代のエ
ピソードや清水選手の野
球を始めたきっかけなど
を聞けたほか、選手と児
童がキャッチボールをするなど、会場は大盛り上がり！子
どもたちの笑顔があふれた楽しい時間となりました。（11
月25日、広陽小学校）

日ハム選手が広陽小学校に！

市政のお知らせを放送しています

◆ テレビ　市役所だより（OCTV 11ch）毎日４回放送していて、市ホームページからもご覧になれます。
◆ラジオ（毎週月・水・金曜日）おびひろタウンインフォメーション（FM-JAGA77.8MHz）９：15～９：20
　　　　　　　　　　　　   おびひろ広報メモ（FM-WING76.1MHz）９：30～９：35

広報おびひろの感想を聞かせてください
最後まで読んでいただきありがとうございます。よりよい広報紙にするために「こうした方が読みやすい」
など皆さんの感想をお聞かせください。
問い合わせ 広報広聴課（市庁舎３階、☎ 65・4109、FAX 23・0156、Ｅメール report@city.obihiro.hokkaido.jp）

新型コロナウイルス感染症に関する相談先
◆ 感染の疑いがある場合や感染に関する一般的な相談：
　北海道健康相談センター（ 0120・501・507、24時間）
◆ 陽性になり自宅で療養している人の体調などに関する相談：
　北海道陽性者健康サポートセンター（ 0120・303・111、24時間）
※ 感染の不安やご自身の健康が心配な場合には、健康推進課でも相談を受

け付けています。（☎25・9721）

　快晴の冬空の下、動物
園の冬期開園が始まり
ました。開園時間の11
時には30人以上が並び、
冬の動物たちと会えるの
を皆さん心待ちにしてい
る様子でした。
　当日の最低気温はマイ
ナス10度。薄氷の張る
プールを泳ぐゴマフアザ
ラシやふわふわの冬毛を
まとったエゾタヌキなど、
夏とは違う動物たちの姿
がとても魅力的でした。
　冬期開園日は２月26日㈰までの土・日曜日と祝日です。
冬ならではの動物園をぜひお楽しみください。（12月３
日、動物園）

冬期開園スタート！

　昭和 38 年、帯広小学校グラウンド（現在の中央公園）の特設リンクから
始まったおびひろ氷まつりは、今年で 60 回目を迎えます。冬の思い出づく
りに、家族や友人とお越しください。

　用意された雪や氷を使って、５日間で氷雪像を制作するコンクールを実施します。
１人から参加可能。１月６日㈮までに電話で申し込みください。
部　　門　一般参加の部（審査対象外）、コンクールの部（審査対象）
制作期間　１月 21 日㈯～ 25 日㈬
申し込み先　おびひろ氷まつり実行委員会（株式会社 新生、☎25・1248）

「市民氷雪像コンクール」参加者募集

S
ス ロ ウ

LOW l
リ ビ ン グ

iving（西16北１） WK邸（市内南地区）

　広々とした青空、日高山脈の山並み、緑豊かな自然。こうした帯広のイメージと調和し、人々に潤いや安らぎをもたらす良好な景観の形成を推
進するため、平成17年から「帯広市まちづくりデザイン賞」として、優れた建築物を表彰しています。

　建物前の植栽や国道と建物の間の庭が、交通量の多い場
所に心地良さと潤いを創り出しています。

　愛情を注ぎ、熱意を持って作られた家とガーデンの一体
的な空間が、和む景観や潤いを周辺にもたらしています。

素敵な景観、こちらからも
（都市政策課I

インスタグラム
nstagram）

すてきな都市景観を紹介します
第17回帯広市まちづくりデザイン賞が決定！

都市政策課（市庁舎６階、☎65・4175）問い合わせ

帯広のまつり推進委員会（西２南12、エスタ東館
２階、☎22・8600）、観光交流課（市庁舎７階、☎65・4169）
問い合わせ

駐車場から庭
を抜けて建物
に向かう楽し
い仕掛け！

16年に渡って
作り上げてき
たガーデン！

最優
秀賞

優秀
賞

第40回の氷まつりの様子（平成15年）

1/27金FRI・28土SAT・29日SUNと き ところ 緑ヶ丘公園一帯

60周年の
ここを見てほしい！

　恒例の大すべり台や市
民手作りの氷雪像、氷の
お面のほか、自転車試乗
会、60周年を祝う氷彫刻
など、さまざまな氷のイ
ベントを開催します。
　このほか、氷雪像のラ
イトアップや花火大会に
よる幻想的な世界、心も
体も温まるおいしいグル
メも楽しめます。

無料シャトルバスをご利用ください
　会場周辺の駐車場は大変混雑します。
とかちプラザ（西４南13）、帯広厚生病院
（西14南10）を発着するシャトルバスをご
利用ください。
※詳細は公式ホームページ参照

第60回 60

▲公式ホーム
　ページ

市ホームページID.1013770


